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幅広い受験生から愛用されるテキスト「直前チェック」を用い、重要論点から応用まで知識の精度を上げる。

最重要科目である民法から学習スタート。申込後すぐに個別ＤＶＤ・Ｗｅｂフォロー・音声ＤＬフォローで学習を開始できる。

①新竹下合格講座（全52回）

①新竹下合格講座（不動産登記法から開始／全40回）

全ての科目を学習できる、新竹下合格システム中上級対策の決定版コース！

択一式の知識を記述式化し、思考方法を実戦とともに学ぶ。

年内に全体を総復習する。 年明けから科目別で全重要論点を網羅。

【理論編】不動産登記法（11回）
【実戦編】不動産登記法（27問）

不動産登記法・民法Ｂ（12回） 商法・商業登記法（15回） マイナー科目（13回）民法Ａ
（12回）

【理論編】商業登記法（11回）
【実戦編】商業登記法（19問）

②ブリッジ講座　理論編（全22回）／実戦編解説（全46問）

③ホップ答練（全8回） ④ステップ答練（全12回）

総復習問題（全科目）
※下段表参照

科目別問題（全科目）
※下段表参照

総合問題
※下段表参照

直前期の実践演習。

⑥ジャンプ答練（全6回）

新竹下合格上級本科生Ｂ 不動産登記法から学習を開始し、民法は登記法関連部分のみピックアップして学べるコース！

（全2回）

⑤
全国実力
Check
模試

⑦
全国公開
模試

（全3回）

不動産登記法から学習スタート。制限物権部分は関連する民法の範囲も学習し、実体法と手続法の関連を意識しながら学習する。

民法Ａ：
制限物権以外
の全範囲

民法Ｂ：
制限物権

Renewal

NEW
デジタル添削を採用！（③～⑦）
成績表に加え2017年合格目標
の答練・模試では記述式添削済答
案もＷｅｂ画面でらくらく閲覧！

新竹下合格上級本科生Ｂ

新竹下合格上級本科生Ａ

※上記③～⑦の詳細は、2017年目標「中上級コース・早稲田合格答練」パンフレットをご覧ください。

時期に応じて、学習スタートの科目を選ぶことができます。最重要科
目である民法からすぐに学習を開始するか、不動産登記法から学習
を始めるか、ご自身のニーズに沿ったコースを選択してください。

◎｢全国実力Check模試」は第1回午前の部・第2回午後の部として同日に実施します。

平
成
29
年
度 

司
法
書
士
筆
記
試
験


